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浄 

春 

院 

寺
号 

曹
洞
宗
不
二
山
浄
春
院 

本
尊 

釈
迦
牟
尼
佛 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
禅
宗
曹
洞
派
、
常
陸
国
行
方
郡
上
戸
村
長
国
寺
末
、

土
峯
山
と
号
す
。
開
山
梅
室
門
英
、
開
基
一
色
宮
内
大
輔
公
保
、
寛
正
五
年
【
一
、
四

六
四
】
二
月
十
七
日
卒
す
、
公
保
の
事
幸
手
宿
の
條
に
委
し
、
慶
安
元
年
【
一
、
六
四

八
】
九
月
寺
領
十
石
の
御
朱
印
を
賜
ふ
、
本
尊
釈
迦
を
安
置
す
、
鐘
楼
近
き
年
鋳
造
の

鐘
を
か
く
、
浅
間
社
・
地
蔵
堂
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
浄
春
院
」
村
の
西
北
に
あ
り
、
曹
洞
宗
常
陸
国
行
方
郡

上
戸
村
長
国
寺
の
末
派
な
り
。
開
山
梅
室
門
英
開
基
一
色
宮
内
大
輔
公
保
寛
正
五
年
二

月
十
七
日
卒
す
。
【
風
土
記
】
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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『
寺
の
伝
記
』 

「
一
」 

 

一
色
氏
に
つ
い
て
は
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
中
で
、
幸
手
宿
の
項
に
城
蹟
と
し

て
、
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
は
次
の
通
り
。
一
色
氏
は
小
名
牛
村
に
あ
り
、
字
城
山
と

号
す
れ
ど
、
も
と
よ
り
古
利
根
川
を
要
害
に
あ
て
し
城
に
て
、
平
城
な
り
、
何
時
の
頃

よ
り
か
畑
と
な
り
、
堀
土
居
等
の
跡
も
失
ひ
、
享
保
十
九
年
【
一
、
七
三
四
】
よ
り
年

貢
地
と
な
り
、
宿
内
寶
藏
寺
及
び
名
主
右
馬
之
助
か
家
記
、
且
上
川
崎
村
の
民
伝
右
衛

門
が
所
持
の
系
図
に
由
れ
ば
、
足
利
宮
内
尐
輔
泰
氏
の
子
宮
内
卿
公
保
、
始
て
三
河
国

幡
豆
郡
吉
良
庄
一
色
に
住
し
在
名
を
以
て
一
色
と
称
す
、
子
孫
宮
内
大
輔
直
朝
は
足
利

晴
氏
義
氏
に
従
ひ
、
当
所
に
居
城
せ
し
が
、
義
氏
落
去
し
直
朝
関
宿
宿
の
城
主
某
に
攻

め
ら
れ
、
利
を
失
て
落
城
し
、
下
総
国
大
淵
寺
に
引
籠
れ
り
と
、
其
子
宮
内
義
直
も
同

く
隠
棲
せ
し
が
、
直
朝
没
後
義
直
東
照
宮
に
謁
し
奉
り
、
禄
を
賜
ふ
と
の
す
、
按
に
当

寺
関
宿
宿
の
城
主
は
、
古
河
公
方
の
老
臣
簗
田
氏
な
り
、
一
色
氏
と
合
戦
に
及
ぶ
べ
き
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の
理
な
し
、
思
ふ
に
天
正
十
八
年
【
一
、
五
九
〇
】
小
田
原
陣
の
時
退
去
し
て
、
当
城

廃
せ
し
な
る
べ
し
、
又
村
民
の
伝
に
東
照
宮
の
小
山
御
出
陣
の
と
き
、
一
色
父
子
糟
壁

邊
ま
で
出
迎
奉
り
け
れ
ば
、
直
に
子
息
を
御
陣
の
御
供
に
召
連
ら
れ
、
其
後
関
ヶ
原
御

凱
陣
の
後
召
出
さ
れ
、
旧
領
な
れ
ば
此
邊
七
千
石
の
地
を
賜
ふ
と
云
、
是
に
よ
れ
ば
御

迎
に
出
で
た
る
は
直
朝
義
直
父
子
に
し
て
、
義
直
召
し
出
さ
れ
し
な
る
べ
し
、
又
一
色

家
系
に
、
宮
内
卿
公
深
が
曽
孫
よ
り
七
郎
藤
長
ま
で
代
々
足
利
将
軍
家
に
従
ひ
、
太
閤

及
東
照
宮
よ
り
御
書
等
を
賜
ひ
、
子
孫
御
旗
下
の
士
と
な
り
、
今
に
連
綿
せ
り
と
の
す
、

又
別
系
に
宮
内
大
輔
直
明
を
始
と
し
て
記
し
、
直
明
の
孫
義
直
、
御
当
家
に
召
出
さ
れ

し
よ
し
を
載
す
、
是
に
よ
れ
ば
此
時
二
家
な
り
し
な
り
、
当
城
初
築
の
年
代
を
考
ふ
る

に
、
名
主
右
馬
之
助
が
家
記
に
は
、
宮
内
大
輔
直
朝
が
居
城
せ
し
よ
し
見
え
た
れ
ば
、

直
朝
が
始
て
築
し
如
く
な
れ
ど
、
一
色
建
立
の
寺
社
と
云
も
の
、
村
内
寳
持
寺
及
び
天

神
嶋
村
天
神
社
の
外
に
も
数
カ
所
、
直
朝
よ
り
舊
く
先
代
に
建
立
せ
し
も
の
見
ゆ
れ
ば
、
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直
朝
以
前
居
城
せ
し
こ
と
し
ら
る
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
又
寳
持
寺
の
由
来
の
中
に
、

田
圃
の
中
に
雷
電
の
御
神
体
が
立
ち
い
る
を
見
て
村
民
が
奇
異
の
思
い
を
な
し
、
こ
の

地
に
宮
を
建
立
し
た
が
、
田
圃
の
中
で
付
近
に
民
家
も
な
く
人
々
は
田
の
中
の
宮
と
云
、

地
名
が
田
宮
庄
、
薩
手
【
幸
手
】
と
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

◎
筆
者
【
須
賀
】
の
推
定
で
は
、
一
色
氏
は
幸
手
領
の
城
主
で
あ
っ
た
時
に
、
こ
の
文

中
に
糟
壁
邊
ま
で
東
照
宮
を
御
出
迎
へ
し
た
と
あ
る
の
で
、
小
淵
は
幸
手
領
内
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
一
色
氏
が
浄
春
院
の
開
基
と
な
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
考

さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

「
二
」 

 

開
山
梅
室
門
英
大
和
尚
は
、
永
平
寺
の
道
元
禅
師
よ
り
十
五
代
の
僧
で
あ
る
。
こ
の

寺
の
由
緒
に
つ
い
て
は
、
廿
五
世
の
時
代
に
火
災
に
よ
り
一
切
の
記
録
も
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
。
但
し
貞
享
五
年
【
一
、
六
八
八
】
の
当
寺
九
世
高
遠
宅
道
師
の
時
代
、
不
動



5 

 

院
に
関
す
る
訴
訟
の
裁
許
状
と
梵
鐘
の
銘
文
及
び 

徳
川
家
茂
公
の
御
朱
印
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

廿
九
世
勅
特
賜
大
陽
眞
鑑
禅
師
穆
英
石
禅
和
尚
の
記
録
に
よ
っ
て
察
す
る
に
、
富
士
浅

間
を
勧
請
し
た
。
当
時
幸
手
領
主
一
色
家
の
俗
縁
に
よ
っ
て
奥
州
岩
城
領
浄
春
院
に
住

職
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
退
隠
し
て
此
地
に
錫
を
と
ど
め
四
万
坪
の
寄
進
を
得
て
土
峯

山
浄
春
院
と
し
自
ら
開
山
と
な
ら
れ
た
と
あ
る
。
七
世
天
室
秀
梵
の
時
代
、
貞
享
以
後

元
禄
年
中
迄
、
三
十
名
の
住
錫
、
八
百
余
の
檀
徒
を
有
し
、
十
一
世
天
瑞
の
代
正
徳
年

間
に
は
、
十
五
・
六
名
が
常
住
し
て
い
た
と
あ
る
。 

八
世
泰
岩
秀
宅
の
時
堂
宇
を
再
建
し
、
九
世
高
遠
宅
道
が
梵
鐘
が
遠
く
ま
で
聞
こ
え

な
い
の
で
、
天
和
二
年
に
再
鋳
造
し
た
。
な
お
宝
暦
九
年
秋
、
火
災
に
よ
り
堂
宇
が
全

焼
し
、
明
和
五
年
、
十
六
世
祖
透
智
憲
師
が
再
度
鋳
造
し
た
が
今
次
の
大
戦
に
供
出
し
、

近
年
に
な
っ
て
白
鳳
師
の
代
、
新
た
に
鋳
造
し
て
現
在
の
鐘
を
掛
け
る
。 
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「
三
」 

こ
の
寺
は
、
江
戸
幕
府
よ
り
寺
領
十
石
を
賜
る
。
御
朱
印
状
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。  

 
 

 

「
四
」 

近
年
に
な
っ
て
白
鳳
師
の
代
に
、
境
内
左
側
に
座
禅
道
場
が
新
築
さ
れ
多
く
の
参
加

者
が
修
行
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

「
五
」 

当
寺
十
一
世
の
天
瑞
通
和
尚
の
時
、
随
意
会
地
の
格
地
に
列
せ
ら
れ
た
。
又
宝
暦
九

年
と
安
政
四
年
の
二
度
の
火
災
に
よ
り
寺
運
が
衰
微
し
た
が
、
第
廿
七
世
中
興
鐡
眞
如

禅
が
文
久
三
年
五
月
晦
日
に
、
現
在
の
法
堂
を
上
棟
し
寺
を
再
興
し
た
。
そ
の
後
石
禅

禅
師
以
下
沢
山
の
哲
匠
を
輩
出
し
寺
運
も
隆
盛
し
現
在
に
到
っ
て
い
る
。 

◎
註
「
二
」
の
文
中
に
不
動
院
に
関
す
る
訴
訟
の
裁
許
状
と
あ
る
の
は
、
次
の
事
情
に
よ
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る
訴
訟
で
あ
る
。 

 
 
 
 

時
代
の
考
証
は
不
明
で
あ
る
が
、
不
動
院
野
の
当
時
の
住
職
は
水
戸
光
圀
の
娘
、
み

き
が
嫁
い
だ
夫 

で
浄
春
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
が
時
の
幕
府
の
権
威
を
基
に
浄
春
院
の
名
称

は
不
届
き
で
あ 

る
と
訴
訟
を
起
こ
し
た
と
い
う
。
し
か
し
寺
の
名
称
は
開
山
以
来
の
寺
号
で
あ
り
、

水
戸
家
の
仲
立 

に
よ
り
仲
裁
さ
れ
て
、
幕
府
か
ら
寺
号
が
正
し
い
と
い
う
裁
許
状
が
寺
に
送
付
さ
れ

た
。
こ
の
書 

状
が
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

『
寺
の
宝
』 

 

不
動
院
に
関
す
る
訴
訟
の
裁
判
、
結
果
の
裁
許
状 
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不
二
山
浄
春
院
記
録
【
廿
七
世
如
禅
師
・
廿
九
世
石
禅
師
両
師
の
伝
記
等
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
】 

 
鎮
守
百
余
尊
縁
起
書 

 

円
空
仏
【
不
動
明
王
像
】 

そ
の
他 

 

位
牌
堂 

 

市
内
の
寺
院
の
中
で
こ
の
寺
の
位
牌
堂
は
、
特
別
な
趣
き
を
持
っ
た
施
設

で
あ
る
。 

 

観
音
堂 

十
一
面
観
音
菩
薩
を
安
置 

 

薬
師
堂 

薬
師
如
来
菩
薩
像
木
像
を
安
置 

 
 

稲
荷
社 

こ
の
社
は
、
本
来
は
本
堂
内
陣
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
に
な
っ
て

本
堂
の
裏
に 

建
立
さ
れ
た
。
枳
殻
天
社
【
豊
川
稲
荷
大
明
神
】
と
い
う
。 
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仲 

藏 

院 

 

寺
号 

真
言
宗
智
山
派
神
林
山
仲
藏
院 

本
尊 

正
観
音
像
木
像 

 

作
者
年
代
不
詳 

脇
仏 

弘
法
大
師
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

興
業
大
師
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

十
一
面
観
世
音
像 

作
者
年
代
不
詳 
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縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
末
、
神
林

山
と
号
す
。
本
尊
正
観
音
を
安
ず
、
中
興
開
山
賢
弘
、
慶
安
三
年
【
一
、
六
五
〇
】
遷

化
、
法
流
開
山
寛
傳
安
永
六
年
【
一
、
七
七
七
】
九
月
寂
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
仲
藏
院
」
村
の
南
方
に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
粕

壁
宿
最
勝
院
末
派
な
り
。
○
中
興
開
山
賢
弘
慶
安
三
年
遷
化
法
流
開
山
寛
伝
安
永
六
年

九
月
寂
す
【
風
土
記
】
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
寺
の
伝
記
』 

「
一
」 

 

平
原
寛
空
和
尚
よ
り
筆
者
が
ご
教
授
頂
い
た
「
仲
藏
院
」
の
由
緒
を
要
約
す
る
と
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
内
容
に
聞
き
違
え
の
事
項
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
年
月
も

経
て
い
る
の
で
誤
り
の
あ
る
こ
と
は
、
寛
容
に
ご
理
解
さ
れ
た
い
。 

こ
の
寺
は
、
権
大
僧
都
秀
宥
和
尚
が
、
永
禄
年
間
に
開
基
さ
れ
、
建
立
さ
れ
た
と
伝
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え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
宝
永
年
間
に
火
災
に
あ
い
全
部
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

記
録
文
献
等
も
消
滅
し
て
、
当
時
の
状
況
は
不
詳
で
あ
る
。
幸
い
に
慶
安
三
年
正
月
九

日
に
寂
さ
れ
た
、
権
大
僧
都
賢
弘
和
尚
か
ら
の
石
塔
が
境
内
に
現
存
し
て
い
る
の
で
、

歴
代
和
尚
の
概
略
は
察
知
で
き
る
。 

「
二
」 

 

こ
の
寺
の
本
尊
は
本
来
は
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
に
し
て
、
恵
心
僧
都
の
彫
刻
せ
し
、

豊
作
・
子
育
て
の
尊
像
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
尊
像
は
寺
の
秘
仏
と
し
て
大
切
に
し
、

位
牌
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

「
三
」 

天
保
八
年
八
月
十
九
日
示
寂
さ
れ
た
権
大
僧
都
傳
應
和
尚
の
書
せ
し
文
書
が
保
存

さ
れ
て
い
る
。 

伝
応
和
尚
寄
附
岱
長
台
帳
の
序
文 
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当
院
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
は
、
恵
心
僧
都
の
彫
刻
に
し
て
豊
作
子
育
の
尊
像

な
り
、
然
る
に
去 

る
宝
永
の
頃
、
本
堂
・
庫
裡
残
ら
ず
焼
失
し
て
、
假
堂
を
営
み
其
後
歴
代
の
院
主

造
立
の
望
こ
れ
あ 

り
し
も
そ
の
志
を
遂
げ
ず
徒
ら
に
星
霜
を
経
し
処
、
頃
年
漸
く
破
壊
に
及
ぶ
。
拙

住
其
の
志
願
有
り 

と
い
へ
ど
も
止
事
を
得
ず
因
て
総
列
、
成
田
山
に
運
び
再
建
成
就
の
祈
願
誠
心
を

尽
く
せ
し
処
明
王 

の
霊
瑞
を
蒙
り
、
亦
幸
い
に
里
中
の
皈
依
を
受
く
、
故
に
今
発
願
す
と
い
へ
と
も

檀
家
小
村
の
力
に 

及
す
と
こ
ろ
な
く
、
他
の
助
力
を
求
む
、
衆
は
即
ち
年
来
の
志
情
を
憐
み
且
は
徳

本
を
植
る
の
意
有 
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之
結
縁
の
為
多
尐
に
限
ら
ず
寄
附
あ
ら
ば
、
慈
眼
視
衆
生
福
聚
海
無
量
の
誓
ひ
空

か
ら
ず
、
猶
院
内 

に
於
て
、
家
運
長
久
如
意
安
全
の
旨
勤
行
致
す
べ
き
と
云
々
。 

文
化
十
二
年
九
月 

 

仲
藏
院
現
住 

 

傳
應 

◎
註 

伝
応
和
尚
は
、
藤
塚
村
の
時
田
家
の
出
身
に
て
、
仲
藏
院
の
十
世
住
職
と
な
る
や
、

他
か
ら
宝
永 

年
間
に
焼
失
し
て
仮
堂
で
あ
っ
た
も
の
を
、
再
建
を
発
願
し
総
代
と
相
謀
り
千
葉

の
成
田
山
に
参 

拝
し
て
祈
願
を
こ
め
た
り
と
い
う
。
寺
の
中
興
の
祖
と
も
い
う
べ
き
和
尚
に
し
て
、

齢
七
十
歳
八 

月
十
九
日
示
寂 

『
寺
の
宝
』 
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観
世
音
菩
薩
像
【
秘
仏
】
恵
心
僧
都
作 

芭
蕉
翁
の
書
簡
【
原
文
】 

御
文
被
下
殊
に
何
寄
之
一
品
誠
に
御
厚
志
之
所
察
入
候
且
又
集
会
之
事
も
当
月
中
に
被

成
候
由
可
然
候
万
一
無
拠
用
事
御
座
候
は
ば
連
名
の
所
ま
で
此
通
り
御
書
可
被
候
下
候 

木 こ

が
く
れ
て 

茶
摘

ち
ゃ
つ
み

も
き
く
や

郭

公

ほ
と
と
ぎ
す 

 
 

 

何
も
間
日
候
万
々
申
越
候
其
角
子
も
昨
日
帰
候 

右
の
通
り
御
斗
申
べ
く
候 

 
 

 

四
月
十
二
日 

 
樵
月
舎
御
僧 

◎
寛
円
和
尚
は
宗
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
人
、
書
画
・
骨
董
に
趣
味
を
持
ち
多
く
の
人
々

と
親
交
が
あ
り
、 

芭
蕉
翁
と
も
俳
句
で
交
わ
り
名
を
樵
月
舎
と
い
う
。 

そ
の
他 

 

明
治
十
九
年
四
月
、
牛
島
・
文
友
・
小
淵
の
三
校
を
合
併
し
て
、
八
丁
目
仲
藏
院
に
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八
丁
目
聨
合
学
校
を
開
設
し
て
、
牛
島
村
に
分
校
を
置
く
。 

     

東 

福 

寺 

 

寺
号 

真
言
宗
智
山
派
菩
提
山
正
向
院
東
福
寺 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
木
像 

行
基
作 

脇
仏 

弘
法
大
師
像 

 
 

向
島
近
藤
弥
治
衛
門
寄
進
【
明
治
元
年
】 

 
 

 

興
行
大
師
像 

 
 

同
じ
く 
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良
伝
僧
都
坐
像 

 

東
福
寺
再
建
者 

 
 

 

薬
師
如
来
像 

 
 

宝
藏
寺
よ
り
合
祀 

 
 

 

十
二
神
将
軍
像 

 

同
じ
く 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
末
、
菩
提
山

と
号
す
。
本
尊
阿
弥
陀
、
行
基
の
作
と
云
、
中
興
開
山
元
春
貞
享
三
年
【
一
、
六
八
七
】

遷
化
、
法
流
の
祖
祐
尊
宝
暦
七
年
【
一
、
七
五
八
】
二
月
十
七
日
寂
。
と
記
さ
れ
て
い

る
。 『

武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、「
東
福
寺
」
村
の
南
方
民
有
地
に
あ
り
新
義
真
言
宗
埼
玉

郡
粕
壁
宿
最
勝
院
の
末
派
な
り
、
○
中
興
開
山
元
春
貞
享
三
年
三
月
遷
化
法
流
の
祖
宝

暦
七
年
二
月
十
七
日
寂
す
。
【
風
土
記
】
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
寺
の
伝
記
』 

「
一
」 
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慶
長
五
年
十
月
付
で
、
武
蔵
国
勝
鹿
郡
八
丁
目
住
人
東
覚
坊
末
孫
道
香
が
書
せ
し
縁

起
書
が
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
尊
像
を
た
ず
ぬ
る
に
親
鸞
聖
人
三
十
五
歳
の
御
年
、
越

後
国
に
御
流
刑
の
御
身
と
な
ら
せ
ら
れ
、
五
ヶ
年
間
御
化
導
あ
ら
せ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り

常
陸
国
笠
間
の
郡
稲
田
と
い
う
所
に
久
ら
し
移
さ
せ
給
い
し
に
、
さ
び
し
く
暮
ら
す
と

い
へ
ど
も
道
俗
跡
を
訪
ね
法
莚
招
か
ず
と
も
貴
践
場
に
集
ま
り
仏
法
弘
通
の
本
懐
こ
こ

に
成
就
し
、
衆
生
済
度
の
宿
願
忽
ち
満
足
す
。
聖
人
の
お
教
え
を
受
け
る
と
も
が
ら
専

ら
如
来
の
本
願
に
帰
入
し
、
念
仏
安
心
の
お
も
む
き
を
極
む
る
人
、
併
る
に
昔
袁
の
行

者
の
流
れ
を
汲
む
修
験
道
の
棟
梁
た
る
も
の
に
て
、
備
前
の
僧
都
義
直
坊
弁
鸞
と
申
す

山
伏
あ
り
、
常
に
聖
人
の
正
法
を
妨
げ
ん
事
を
好
み
或
時
密
か
に
聖
人
を
害
し
奉
ら
ん

と
て
、
尊
願
に
向
へ
ば
正
法
の
有
難
き
事
を
聴
聞
し
、
害
意
忽
ち
消
滅
し
て
、
あ
ら
恐

ろ
し
の
わ
が
み
か
な
と
、
先
非
後
悔
の
涙
に
む
せ
び
一
念
得
度
し
て
、
柿
の
衣
に
身
を

改
め
聖
人
の
御
弟
子
と
な
り
、
法
名
を
明
信
房
と
た
ま
わ
り
明
け
暮
れ
給
仕
し
奉
り
念
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仏
往
生
の
御
教
訓
を
蒙
る
。 

そ
の
後
聖
人
関
東
御
化
尊
の
砌
り
武
蔵
国
勝
鹿
の
郡
な
り
た
る
頃
五
月
雤
降
る
吾
妻

路
に
宿
を
乞
わ
ん
と
祈
り
し
も
よ
し
や
、
幸
手
な
る
八
丁
目
の
里
に
着
き
給
へ
ど
、
土

民
御
宿
申
さ
ざ
れ
ば
つ
れ
な
く
夕
暮
れ
せ
ま
る
武
蔵
野
に
て
一
夜
を
明
さ
せ
給
う
と
こ

ろ
、
仮
り
寝
せ
ん
旅
の
墨
染
め
ぬ
れ
て
暗
き
た
そ
が
れ
に
て
、
こ
こ
か
し
こ
訪
ね
給
う

に
柴
の
庵
に
か
す
か
な
る
灯
あ
り
け
る
を
、
い
ざ
立
ち
よ
っ
て
問
い
給
う
に
、
備
前
の

国
弁
燕
の
末
派
東
覚
坊
と
名
乗
り
し
山
伏
の
住
家
に
あ
り
に
け
り
。
東
覚
坊
も
か
ね
て

よ
り
貴
聖
の
御
身
な
れ
ば
竹
の
庵
の
席
に
い
ざ
な
い
御
宿
申
し
奉
り
し
に
、
終
夜
生
死

無
常
の
あ
り
さ
ま
造
悪
不
善
の
凡
夫
、
六
趣
四
生
の
内
な
ら
で
趣
く
べ
き
方
も
な
き
身

な
る
を
、
如
来
願
力
の
不
思
議
に
ぐ
う
す
れ
ば
速
や
か
に
極
楽
往
生
と
ぐ
る
も
の
な
り

と
、
ね
ん
ご
ろ
に
仏
道
修
行
の
御
教
化
あ
り
け
れ
ば
、
本
覚
も
仏
恩
の
深
重
な
る
こ
と
、

あ
り
が
た
く
思
い
、
聖
人
を
崇
敬
し
奉
り
御
教
化
の
衣
に
す
が
り
、
御
別
れ
お
し
と
い



19 

 

へ
ど
も
東
覚
坊
せ
ん
か
た
な
く
、
深
く
お
名
残
り
慕
い
け
れ
ば
聖
人
も
賢
く
お
思
召
さ

れ
、
御
形
見
に
阿
弥
陀
如
来
の
尊
像
を
画
き
授
け
た
ま
へ
ば
、
本
覚
坊
も
歓
喜
礼
拝
し

て
供
養
し
奉
り
、
秘
藏
し
て
本
覚
坊
の
後
胤
に
永
く
伝
え
さ
せ
給
う
。
即
ち
こ
の
如
来

像
な
り
。 

そ
の
後
如
来
を
納
め
奉
ら
ん
が
た
め
に
一
宇
の
坊
舎
を
建
立
し
、
唯
一
筋
の
菩
提
を

願
う
た
め
な
れ
ば
菩
提
山
東
福
寺
を
名
附
聖
人
の
御
筆
染
め
た
も
う
正
向
の
阿
弥
陀
尊

な
れ
ば
、
院
号
を
正
向
院
と
称
し
久
し
く
聖
人
の
御
旧
跡
た
れ
と
因
し
し
と
こ
ろ
、
慶

長
年
中
は
か
ら
ざ
る
火
災
に
か
か
り
、
仏
殿
を
は
じ
め
諸
造
を
残
ら
ず
焼
失
せ
る
に
、

こ
の
如
来
を
梵
焼
し
奉
り
こ
と
を
諸
人
い
た
く
な
げ
き
、
焼
け
跡
の
灰
か
き
な
ら
し
け

る
に
、
こ
の
尊
影
い
つ
と
は
な
し
に
独
り
火
中
よ
り
出
現
し
て
、
山
門
の
か
た
は
ら
な

る
松
の
古
木
そ
の
西
に
さ
し
た
る
こ
ず
え
に
、
此
の
一
軸
か
か
ら
せ
赫
々
と
し
て
光
明

を
放
ち
給
う
を
諸
人
こ
れ
を
伏
し
お
が
み
不
思
議
の
思
ひ
な
し
、
そ
れ
よ
り
里
人
霊
筆
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の
仏
徳
を
敬
賛
し
て
、
火
中
出
現
の
如
来
と
称
し
奉
る
。
そ
の
か
か
ら
せ
給
う
松
を
「
み

だ
か
か
り
の
松
」
と
唱
え
け
る
に
、
西
に
さ
し
た
る
枝
自
然
と
霊
樹
の
形
を
造
り
し
か

ば
、
聖
人
の
旧
跡
を
訪
ぬ
る
人
々
遠
近
を
と
は
ず
訪
ね
来
た
り
拝
み
奉
り
神
変
不
思
議

の
功
徳
を
知
ら
る
な
り
。
そ
の
頃
何
処
か
ら
と
も
な
く
一
人
の
女
性
来
た
り
て
聖
人
の

御
真
筆
の
如
来
像
を
拝
み
た
き
由
、
申
し
け
れ
ば
即
ち
拝
さ
し
む
る
に
歓
喜
涙
を
袖
に

つ
つ
み
余
念
な
く
合
唱
礼
拝
し
て
立
ち
去
り
け
る
。
容
儀
あ
た
か
も
神
女
の
粧
を
ふ
く

み
け
れ
ば
住
僧
こ
れ
よ
く
つ
ね
な
ら
む
人
と
思
い
ひ
そ
か
に
門
外
を
見
送
り
し
に
、
念

仏
の
声
も
ろ
と
も
に
、
に
わ
か
に
立
ち
い
ず
る
霊
香
四
方
に
薫
じ
称
名
空
に
聞
ゆ
る
と

思
う
に
忽
ち
か
き
消
え
る
ご
と
く
に
見
え
て
失
せ
り
。
こ
こ
に
住
僧
あ
ら
不
思
議
か
な

と
驚
嘆
し
て
思
い
け
る
は
、
こ
れ
正
し
く
神
明
天
神
の
方
便
に
女
形
を
表
わ
し
来
た
り

如
来
を
拝
し
た
も
の
に
て
あ
り
け
る
と
、
う
わ
さ
近
隣
に
い
た
り
、
た
た
希
有
の
お
も

い
を
な
し
、
い
よ
い
よ
わ
れ
人
信
心
を
生
ず
、
又
難
病
の
流
行
す
る
こ
と
あ
り
て
、
そ
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の
病
の
甚
だ
し
き
に
至
り
、
又
難
産
の
及
ば
ざ
る
に
は
、
こ
の
如
来
の
御
影
を
う
つ
し

給
え
る
水
を
与
え
け
れ
ば
速
や
か
に
病
苦
を
除
き
難
産
つ
つ
が
な
く
出
生
す
る
な
り
。

実
に
救
誓
大
悲
の
巨
益
い
か
で
か
な
ら
ん
や
。
渇
仰
随
喜
の
と
も
が
ら
心
命
を
な
げ
う

ち
来
世
に
生
ま
れ
罪
深
き
わ
れ
わ
ら
仏
恩
の
か
し
こ
き
こ
と
を
仰
ぎ
信
心
を
こ
ら
し
拝

す
べ
し
と
は
臨
終
の
夕
に
は
早
く
来
迎
ま
し
ま
し
て
大
悲
与
願
の
み
手
を
伸
さ
せ
安
養

浄
土
へ
導
き
た
も
う
な
り
、
誠
に
御
真
筆
火
中
出
現
の
如
来
と
称
し
、
一
度
拝
す
る
と

も
が
ら
は
永
く
一
蓮
同
生
の
ち
ぎ
り
を
得
さ
し
め
給
う
こ
と
疑
い
あ
る
べ
か
ら
ず
、
有

信
の
貴
践
男
女
へ
結
縁
弘
通
の
た
め
略
し
て
霊
画
の
由
緒
を
云
々 

慶
長
五
年
十
月 

 

武
蔵
国
勝
鹿
郡
八
丁
目 

住
人
東
覚
坊
末
孫 

道
香
謹
書 

◎
註 

右
の
由
来
書
を
解
読
し
て
感
ず
る
に
こ
の
寺
は
元
は
修
験
宗
で
、
親
鸞
聖
人
の
教

訓
を
受
け
て
弟 
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子
と
な
り
、
浄
土
真
宗
の
寺
を
創
立
し
て
、
後
に
新
義
真
言
宗
粕
壁
宿
の
最
勝
院

の
末
派
と
な
っ 

た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
【
真
言
宗
に
つ
い
て
は
、
最
勝
院
と
玉
藏
院
の
事
項
で

記
述
】 

「
二
」 

寺
院
の
本
堂
建
立
勧
化
帳
【
木
版
】
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

夫
当
寺
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
行
基
菩
薩
の
御
作
な
り
、
そ
の
昔
本
願
開
祖
親
鸞
上
人

関
東
下
向
の
み
ぎ
り
一
宿
し
た
し
く
正
向
の
阿
弥
陀
を
画
き
当
山
に
残
し
給
ひ
し
よ
り

院
号
は
正
向
院
と
号
す
。 

 

時
に
百
五
十
余
年
以
前
に
本
堂
焼
失
の
砌
り
こ
の
画
像
自
か
ら
飛
行
し
て
松
の
枝
に

か
か
り
給
え
り
と
云
、
い
ず
れ
も
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
本
尊
な
り
、
し
か
る
に
本
堂
大

破
に
お
よ
び
多
年
建
立
を
願
う
と
い
へ
ど
も
貧
窮
無
福
に
し
て
自
力
に
か
な
わ
ず
、
こ
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こ
に
よ
っ
て
十
方
檀
越
へ
十
万
人
講
を
も
と
め
助
力
を
願
う
も
の
な
り
、
伏
し
て
乞
う

有
縁
無
縁
の
道
俗
男
女
、
一
紙
半
銭
の
旅
人
の
功
積
り
て
阿
弥
陀
如
来
の
本
堂
成
就
せ

ば
、
大
悲
大
悲
の
方
便
空
か
ら
ず
、
現
世
安
穩
当
来
に
は
安
養
浄
土
一
蓮
託
生
の
身
と

な
ら
ば
小
間
大
界
の
大
幸
な
り
し
と
い
う
云
々
。 

 

武
州
葛
飾
郡 

幸
手
領
八
丁
目
村 

 
 

宝
暦
九
年
卯
四
月 
 

 

真
言
宗
菩
提
山
東
福
寺 

『
石
仏
』
「
一
」 

 

良
傳
僧
都
の
墓
…
不
動
尊
と
し
て
祀
る
【
一
名
み
み
だ
れ
地
蔵
尊
と
い
う
。
】 

 

こ
の
石
仏
は
中
興
開
山
良
伝
【
東
福
寺
・
宝
藏
寺
を
再
建
し
た
和
尚
】
入
寂
の
日
【
明

和
三
年
○
月
二
十
八
日
】
は
、
不
動
尊
の
縁
日
に
当
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
石
塔
に
不
動

尊
を
刻
み
祀
っ
た
も
の
で
、
耳
の
病
を
直
す
不
動
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

「
二
」 
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青
面
金
剛 

 

【
道
標
…
樋
を
渡
り
左
宝
珠
花
。
此
方
か
寿
壁
道
】 

 
 

 

青
面
金
剛 

 

【
道
標
…
右
此
方
行
留
り
・
左
此
方
宝
珠
花
金
野
井
】 

新
阿
弥
陀
四
番 

 
 

本
尊
行
基
御
作 

寒
念
仏
講 

霊
宝
正
向
阿
弥
陀
如
来 

 

親
鸞
聖
人
御
筆 

『
寺
の
宝
』 

 

阿
弥
陀
如
来
尊
像 

行
基
作 

 

延
宝
九
年 

 

眞
鸞
聖
人
直
筆 

阿
弥
陀
如
来
画
像 

 

薬
師
如
来
尊
像
・
日
光
菩
薩
・
月
光
菩
薩
・
十
二
神
将
像 

 

不
動
明
王
並
び
二
神 

 

般
若
十
六
善
神 

画
像 

 

愛
染
明
王 

 
 

画
像 

 

宇
賀
神 

 
 

 

画
像 
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閻
魔
大
王 

 
 

画
像
…
胡
川
永
久
筆 

 

脱
衣 

姿 
 

 

画
像
…
胡
川
永
久
筆 

 
版
木 

 
 

 
 

正
向
院
を
証
す
る 

 

眞
鸞
聖
人
説
法
の
板
絵 

 

算
額 

 
 

 
 

近
世
算
術
近
道
…
栗
原
伝
三
郎 

「
古
文
書
」 

 

東
福
寺
什
物
記
【
各
種
記
録
を
一
冊
に
…
明
治
十
五
年
】 

 

東
福
寺
再
建
古
証
四
通
【
一
幅
に
調
整
】 

 

眞
鸞
聖
人 

縁
起
録 

一
巻 

住
職
所
蔵
の
宝
【
古
文
書
】 

 

承
和
四
年
仏
書
手
記
一
巻
・
貞
観
二
年
仏
書
手
記
一
巻
・
治
承
三
年
仏
書
手
記
一
巻
・ 

 

承
元
元
年
仏
書
手
記
一
巻
・
文
永
五
年
仏
書
手
記
一
巻
・
延
文
二
年
仏
書
手
記
一
巻
・ 
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天
正
二
年
仏
書
手
記
一
巻
・
慶
安
元
年
仏
書
手
記
一
巻
・
各
仏
書
手
記 

約
二
百
冊 

住
職
所
蔵
の
宝
【
版
本
】 

 
座
右
書
礼
【
寛
永
十
年
版
】
・
袖
王
武
鑑
【
天
保
十
一
年
版
】
庭
訓
往
来
【
安
政
二
年

版
】 

三
故
指
帰
文
筆
【
寛
文
七
年
版
】
・
京
羽
二
重
大
全
【
延
享
二
年
版
】
武
江
披
沙
外
編

【
寛
政
亥
丑
版
】
・
春
秋
左
氏
傳
【
天
保
二
年
版
】
・
小
学
合
壁
四
巻
【
万
延
庚
申
版
】

外
百
五
十
冊 

そ
の
他 

 

境
内
の
中
程
左
側
に
「
弥
陀
か
か
り
の
松
」
の
跡
が
あ
る
。
今
は
変
わ
り
に
植
え
ら

れ
た
小
松
。 

 

本
堂
の
左
裏
に
近
年
建
立
さ
れ
た
大
師
堂
が
あ
り
、
中
に
四
国
四
十
四
ヶ
所
の
仏
像

と
現
地
の
土
の
入
っ
た
布
袋
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。 
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寳 

光 

院 

 
寺
号 

真
言
宗
智
山
派
山
王
山
寳
光
院 

本
尊 
胎
藏
界
大
日
如
来
像 

 

作
者
年
代
不
詳 

脇
仏 

弘
法
大
師
像 

 
 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

興
行
大
師
像 

 
 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
埼
玉
郡
糟
壁
宿
最
勝
院
末
山
王
山

と
号
す
。
本
尊
不
動
、
鐘
楼
宝
暦
年
中
の
鐘
銘
あ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
寳
光
院
」
村
の
中
央
に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
粕

壁
宿
最
勝
院
の
末
派
な
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
の
開
山
・
開
祖
に
つ
い
て
は
、

記
述
が
な
い
。 
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 『
寺
の
伝
記
』 

 
明
治
十
年
に
火
災
に
よ
り
寺
が
焼
失
し
た
の
で
、
記
録
が
な
い
が
、
寺
の
本
尊
で
厨

子
入
り
の
大
日
如
来
坐
像
に
つ
い
て
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
元
禄

元
年
に
幕
府
か
ら
境
内
を
賜
り
、
本
堂
及
び
庫
裡
を
創
建
し
た
と
あ
る
。
開
山
は
、
法

印
宥
巖
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
他 

 

現
在
の
藤
花
園
は
宝
光
院
の
隠
居
寺
で
、
蓮
花
院
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
園
内
に

数
個
の
石
仏
が
存
在
し
て
い
る
。 

 

明
治
六
年
七
月
、
藤
塚
村
・
銚
子
口
村
・
赤
沼
村
の
三
ヶ
村
を
分
離
し
て
周
知
学
校

を
設
立
し
た
の
で
、
牛
島
村
・
樋
堀
村
・
樋
篭
村
・
新
川
村
・
不
動
院
野
村
が
聯
合
し

て
牛
島
学
校
を
設
立
し
、
校
舎
は
宝
光
院
を
使
用
し
た
。 
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無 

量 

院 

 

寺
号 

真
言
宗
智
山
派 

 

香
林
山
無
量
院 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
像 
 

作
者
年
代
不
詳 

脇
仏 

弘
法
大
師
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

 
 

 

興
業
大
師
像 

 
 

作
者
年
代
不
詳 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
紀
稿
』
に
は
、
新
義
真
言
宗
、
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
末
、
香
林

山
と
号
す
。
本
尊
阿
弥
陀
、
不
動
堂
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
無
量
院
」
新
川
村
の
中
央
に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
山
城
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国
醍
醐
三
宝
院
の
末
派
な
り
、
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
末
香
林
山
と
号
す
。
と
記
さ
れ

て
い
る
。 

◎
両
資
料
共
開
山
・
開
基
に
つ
い
て
は
、
記
載
が
な
い
。 

『
寺
の
伝
記
』 

 

故
老
の
言
伝
え
に
よ
る
と
、
こ
の
寺
は
昔
、
新
川
の
開
鑿
以
前
は
今
の
新
川
の
辺
り

に
庵
が
あ
り
、
下
柳
村
の
土
地
に
属
し
て
い
た
よ
う
だ
と
い
う
。
新
川
の
付
け
替
え
に

よ
り
墓
地
の
所
在
す
る
現
在
の
土
地
に
本
堂
を
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

◎
明
治
二
十
七
年
十
二
月
、
宝
光
院
十
四
世
住
職
日
下
浄
晃
師
と
十
五
世
高
橋
見
道
師

が
無
量
院
の
住
職
を
兼
務
し
て
い
た
。 

◎
床
井
智
映
師
は
、
昭
和
十
一
年
か
ら
無
量
院
の
住
職
に
就
任
し
た
。 

そ
の
他 

 

六
十
六
部
の
碑 
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不
動
堂 

不
動
明
王
像
安
置 

 
 

  

観 

音 

院 

 

寺
号 

修
験
宗
小
淵
山
正
賢
寺
観
音
院 

本
尊 

正
観
世
音
菩
薩
木
像 

作
者
不
詳
、
年
代
は
飛
鳥
時
代
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

縁
起
・
沿
革
・
由
来 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
本
山
派
修
験
、
京
都
聖
護
院
末
安
永
二
年
正
月
行
事

職
を
許
さ
る
、
小
淵
山
正
賢
寺
と
号
す
。
本
尊
正
観
音
、
応
安
二
年
【
一
、
三
六
九
】

住
持
玄
通
が
書
し
縁
起
有
に
據
は
古
き
像
な
る
べ
し
、
中
興
開
山
は
尊
慶
と
云
、
年
代

を
知
ら
ず
、
仁
王
門
・
太
師
堂
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
観
音
院
」
小
淵
村
の
北
方
民
有
地
に
あ
り
、
天
台
宗
近

江
国
滋
賀
郡
五
別
所
村
園
城
寺
の
末
派
な
り
、
○
本
山
派
京
都
聖
護
院
末
安
永
二
年
正

月
行
事
職
を
許
さ
る
小
淵
山
正
賢
寺
と
号
す
本
尊
正
観
音
応
安
二
年
【
一
、
三
六
九
】

住
持
玄
通
が
書
し
縁
起
有
に
拠
は
古
き
像
な
る
べ
し
、
中
興
開
山
は
尊
慶
と
云
年
代
を

知
ら
ず
【
風
土
記
】
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
寺
の
伝
記
』 
「
一
」 

 

口
碑
に
よ
れ
ば
、
正
嘉
二
年
【
一
、
二
五
八
】
八
月
利
根
川
【
古
利
根
川
】
氾
濫
の

折
、
付
近
の
里
人
が
流
木
を
薪
に
し
よ
う
と
し
て
、
斧
を
当
て
た
と
こ
ろ
稲
妻
が
出
て

眼
が
眩
み
そ
の
場
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
驚
い
て
調
べ
て
見
る
と
流
木
の
中
に
仏

像
が
あ
っ
た
の
で
堂
を
建
て
安
置
し
た
。
永
和
二
年
【
一
、
三
七
六
】
本
堂
を
修
理
。

元
禄
二
年
【
一
、
六
八
九
】
山
門
建
立
。
文
政
八
年
【
一
、
八
二
五
】
本
堂
を
修
理
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
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「
二
」 

昭
和
四
十
九
年
、
筆
者
が
当
時
の
住
職
、
故
尾
花
三
省
師
よ
り
お
聞
き
し
た
口
述
に

よ
る
と
、
本
尊
正
観
世
音
菩
薩
は
、
昔
、
利
根
川
の
洪
水
で
こ
の
地
に
流
れ
着
い
た
も

の
で
、
村
人
が
洪
水
に
溺
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
こ
の
尊
像
に
助
け
ら
れ
た
の
で
、
尊

像
を
当
時
の
村
役
の
尾
花
家
に
祀
っ
た
が
、
こ
の
観
世
音
菩
薩
像
は
現
在
の
杉
戸
町
方

面
か
ら
流
出
し
た
も
の
と
わ
か
り
、
元
の
地
へ
お
返
し
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
又
も
洪

水
に
よ
り
尊
像
が
流
出
し
て
現
在
の
春
日
部
大
橋
付
近
の
川
岸
で
発
見
さ
れ
た
の
で
、

村
人
は
「
こ
れ
は
観
音
様
が
こ
の
地
に
留
ま
る
ご
意
思
で
あ
る
」
と
悟
り
、
尾
花
屋
敷

【
現
在
の
雪
印
食
品
工
場
内
】
に
安
置
し
て
お
祀
り
し
た
と
い
う
。【
こ
の
場
所
を
観
音

元
屋
敷
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
】
以
来
観
音
信
仰
が
始
め
ら
れ
た
。
観
音
院
を
建
立
し
て

現
在
地
に
移
れ
た
の
は
、
正
嘉
二
年
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
三
」 
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小
淵
山
正
賢
寺
観
音
院
は
、
承
安
元
年
【
一
、
一
七
一
】
の
創
建
で
、
開
基
当
時
は

天
台
宗
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
、
修
験
宗
に
改
め
室
町
時
代
に
修
験
道
の
つ
し
頭
と
な
っ

て
い
る
。  

 
 

 

「
四
」 

小
淵
村
に
は
、
修
験
宗
で
関
東
地
方
の
大
本
山
と
云
わ
れ
た
不
動
院
が
、
こ
の
近
く

に
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
観
音
院
は
本
来

は
不
動
院
の
客
分
の
資
格
を
有
す
る
寺
で
あ
っ
た
が
、
観
音
信
仰
の
霊
場
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
廃
寺
を
免
れ
現
在
も
修
験
宗
の
寺
と
し
て
市
内
に
唯
一
残
さ
れ
て
い
る
。 

「
五
」 

観
音
院
で
は
、
六
十
年
に
一
度
の
丙
午
の
年
に
本
尊
の
衣
替
え
の
行
事
が
行
な
わ
れ

る
。
こ
の
行
事
は
真
夜
中
に
灯
火
を
消
し
て
真
暗
闇
の
本
堂
で
厨
子
か
ら
尊
像
を
出
し

て
、
仏
体
を
包
む
真
菰
を
新
規
の
も
の
に
取
り
替
え
る
儀
式
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
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丙
午
の
時
に
、
尾
花
三
省
師
の
発
案
で
昼
間
、
こ
の
行
事
を
執
行
。
信
者
に
も
拝
む
機

会
を
与
え
た
。 

 
 

 
 

 

「
六
」 

尾
花
三
省
師
が
、
某
大
学
の
教
授
に
本
尊
を
調
査
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
尊
像
は
非
常

に
古
い
時
代
の
仏
像
で
、
荒
削
り
の
木
地
観
世
音
菩
薩
像
で
あ
っ
て
、
年
代
推
定
で
は

飛
鳥
時
代
の
作
で
あ
る
と
鑑
定
さ
れ
た
。
珍
し
い
尊
像
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
七
」 

こ
の
寺
は
、
檀
家
が
無
く
観
音
信
仰
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
寺
で
、
毎
年
八
月

十
日
を
四
万
六
千
日
と
称
し
て
例
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
戦
前
に
は
、
そ
の
年
の
嫁

と
な
っ
た
人
達
が
花
嫁
姿
で
参
詣
し
た
り
、
飾
り
付
け
を
し
た
馬
を
引
い
て
参
詣
す
る

習
慣
が
あ
っ
た
。 

ま
た
、
こ
の
観
音
様
は
別
名
『
イ
ボ
取
り
観
音
』
と
も
称
さ
れ
「
イ
ボ
・
コ
ブ
・
ア
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ザ
」
等
を
と
る
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
、
信
者
は
祭
日
ま
で
は
初
豆
を
食
べ
な
い
習
慣
が

あ
る
。 

『
寺
の
宝
』 

一
、
仁
王
門
【
元
禄
二
年
建
立
…
三
間
一
戸
楼
門
形
式
。
春
日
部
市
有
形
文
化
財
指

定
】 ニ

、
円
空
仏 

聖
観
音
像 
 

 
 

一
九
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
埼
玉
県
内
最
大
】 

不
動
明
王
像 

 
 

一
三
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

毘
沙
門
天
像 

 
 

一
四
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

蔵
王
権
現
像 

 
 

 

四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
全
国
唯
一
】 

役
行
者
像 

 
 

 

三
〇
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

徳
夜
叉
明
王
像 

 
 

三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 
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護
法
大
善
神
像 

 
 

三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

◎
註 

蔵
王
権
現
像
に
つ
い
て
は
、
東
海
女
子
短
期
大
学
教
授
土
屋
常
義
氏
は
、「
円
空

仏
の
信
仰
の
根 

源
と
も
い
う
べ
き
蔵
王
権
現
像
は
数
多
く
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
春
日
部
市
の

観
音
院
に
唯
一 

体
あ
る
の
み
で
あ
る
。
甚
だ
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

三
、
算
学
【
八
丁
目
の
栗
原
伝
三
郎
和
算
士
が
奉
納
し
た
】 

四
、
芭
蕉
の
句
碑
【
も
の
い
へ
ば 

唇
さ
み
し 

秋
の
か
ぜ
】
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 
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幸
松
地
区
の
寺
の
概
要 

 
幸
松
地
区
に
は
、
近
・
現
代
に
な
っ
て
創
建
さ
れ
た
寺
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す

る
。 

こ
の
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
に
存
在
し
て
い
た
が
、
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
・
神
仏

分
離
令
に
よ
り
修
験
宗
の
寺
は
こ
の
法
令
に
よ
り
、
無
檀
・
無
住
ま
た
神
仏
混
合
の
修

験
道
の
次
の
寺
院
は
廃
止
さ
れ
た
。 

「
不
動
院
」
【
小
淵
】 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
本
山
派
修
験
、
京
都
聖
護
院
末
、
関
東
修
験
年
行

事
職
大
先
達
な
り
、
役
流
山
と
号
す
。
本
尊
不
動
は
役
行
者
神
変
大
菩
薩
の
な
た
作
り

と
称
す
、
刀
斧
の
痕
凡
作
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
知
ら
る
、
開
山
直
参
法
印
秀
圓
天
文
十
三
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年
【
一
、
五
四
四
】
二
月
二
十
九
日
寂
す
。
北
条
氏
政
其
外
古
文
書
を
蔵
す
、
御
入
国

の
時
も
先
例
に
依
っ
て
年
行
事
職
元
の
如
く
命
ぜ
ら
れ
、
慶
安
元
年
【
一
、
六
四
八
】

寺
領
百
石
の
御
朱
印
を
附
せ
ら
る
。
今
も
東
照
宮
御
下
知
状
及
御
書
を
蔵
せ
り
、
祖
師

堂
・
八
幡
社
・
天
神
社
・
愛
宕
社
・
山
王
社
・
稲
荷
社
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
大
乗
院
」 
【
不
動
院
野
】 

新
義
真
言
宗
、
大
塚
村
延
命
寺
末
、
光
剣
山
と
号
す
。
本
尊
不
動
、
中
興
開
山
宥
瓣

寛
文
十
二
年
【
一
、
六
七
二
】
寂
す
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
【
こ
の
寺
跡
に
大
杉
神
社
】 

「
正
福
院
」 

【
不
動
院
野
】 

新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
門
徒
、
北
林
山
と
号
す
。
本
尊
十
一
面
観
音
、
中

興
開
山
を
弘
栄
と
云
、
寛
永
十
六
年
示
寂
す
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
観
音
寺
」 

【
不
動
院
野
】 

新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
門
徒
、
開
運
山
と
号
す
。
本
尊
観
音
。
と
記
さ
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れ
て
い
る
。 

「
寳
藏
院
」 

【
八
丁
目
】 

本
山
新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
末
、
利
生
山
と
号
す
。
本
尊
薬
師
、
中
興

開
山
真
寛
元
禄
三
年
三
月
十
五
日
寂
す
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
蓮
花
院
」
【
牛
島
】 

新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
粕
壁
宿
最
勝
院
末
、
天
女
山
と
号
す
。
本
尊
不
動
。
と
記
さ
れ

て
い
る
。 

「
正
福
院
」
【
樋
堀
】 

新
義
真
言
宗
埼
玉
郡
糟
壁
宿
最
勝
院
の
末
、
白
雲
山
と
号
す
。
本
尊
阿
弥
陀
。
と
記
さ

れ
て
い
る
。
【
こ
の
寺
跡
に
樋
堀
大
師
堂
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
】 


